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小袋豆でＳＱＦ認証　ＪＡ帯広かわにし� 2017年３月３日

　ＪＡ帯広かわにし（有塚利宣組合長）は、西帯広事業所で製造している小袋包装の豆で、食品の国際認証規格

「ＳＱＦ」の取得を目指している。形状や風味といった品質面の保証で付加価値を高め、市場の維持と販売強化に

つなげる狙い。早ければ５月にも承認される。豆類でのＳＱＦ取得は国内初。

品質差別化へ５月にも

ＳＱＦ認証の取得を目指している

小袋豆の製造工程（ＪＡ帯広かわ

にし西帯広事業所）　　　　　　

　同事業所の豆類小袋

計量包装施設は、2006

年に食品衛生管理の国

際規格「ＨＡＣＣＰ

（ハサップ）」認証を受

けている。安全面の証

明に加えて、今回のＳ

ＱＦにより形や味とい

う品質面でも第三者の

証明を受ける。同ＪＡ

では海外輸出が増えて

いるナガイモもＳＱＦ

の取得を目指している。

　対象になるのは、業

務用の選別後の２次選

別から製品出荷までの

工程。手よりや袋詰め

の工程で同ＪＡ独自の

管理項目を設け、形状や色、風味などが管理されている

かどうかを保証する。同ＪＡによると、ＳＱＦ認証取得

はレタスなどの野菜ではあるが、豆類では国内初。

　同事業所では、小豆や大納言小豆、大正金時、大豆な

どの小袋豆を製造。ＪＡ帯広かわにしのブランドの他、

プライベートブランドの製品など52品目を製造、出荷し

ている。豆の消費量が減少する中、他産地との競合も激

しくなっており、認証取得で差別化を図る。

　認証機関の１次審査が来週、最終審査が４月に予定さ

れ、早ければ１カ月程度で承認が下りる見通し。同ＪＡ

農産部の部田基雄部長は「乾物豆の国内メーカーが数多

い中、販路維持、拡大で国内競争に打ち勝つための取り

組み。ハサップに加えてアピールポイントになる」と話す。

＜ＳＱＦ＞

　Ｓａｆｅ（安全で）Ｑｕａｌｉｔｙ（高品質な）Ｆｏ

ｏｄ（食品）の略。国際的な食品業界が承認している規

格の一つ。認証品にはＳＱＦの認証マークが付けられ

る。主に畜産業界で取得が進んでいる。

芽室復興へ寄付5000万円　ＪＡが町に� 2017年３月６日

　【芽室】ＪＡめむろ（辻勇組合長）は、昨夏の台風10

号による農業被害の復興に役立ててもらおうと、町に

5000万円を寄付することを決めた。町によると、今回の

台風災害の義援金で最高額となる。

　台風10号による町内の農地被災面積は107.9ヘクター

ル。町は１月、農地の復旧事業について、農業者の自己

負担分を全額免除する考えを示した。

　これを受け、ＪＡとしても組合員の負担軽減に向け、

農地の回復や、用水路など農業用施設の復旧に活用して

もらおうと、２月の理事会で寄付を決めた。同ＪＡでは

昨年12月に組合員に見舞金を支出している。

　辻組合長は「町は営農用水の断水で３カ月水を運んだ

り、いろいろな形で復興に向けやってきてくれた。農業

者の助成、農業振興に使ってもらえれば」と話してい

る。

　10日に辻組合長が町役場を訪れ、宮西義憲町長に目録

を贈呈する。




